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第42回トヨタ総行動――コロナ禍だからこそ大幅賃上げを！ 

  2 月 11 日に愛労連・愛知春闘共闘委員会

などで構成するトヨタ総行動実行委員会は

第 42 回トヨタ総行動をおこないました。ト

ヨタ自動車本社前と刈谷駅での早朝宣伝、名

古屋駅大宣伝＆トヨタ包囲デモ、豊橋・田原

市内では東三河労連を中心に住宅ビラ配布

にとりくみました。 

 160 人の仲間が参加し、コロナ禍の緊急事

態だからこそ大企業が内部留保を活用して

社会的責任を果たすよう求めました。（写真

は愛労連 Twitter より） 

 トヨタの 26.7 兆円をはじめ大企業の内部

留保は、総額で 459 兆円を超えるまでに増大

しています。トヨタは、コロナ禍でも 2021 年３月期決算見通しで、8000 億円を上方修正し営業利益１兆

3000 億円を見込んでいます。あらためて、地域経済を活性化させ、ＧＤＰの６割を占める個人消費に元気

を与えるには大企業労働者の賃上げだけでなく、下請け工賃の引き上げによる下請労働者、中小零細に働く

労働者の賃上げが欠かせません。トヨタ総行動は、大企業に社会的責任を求める世論を春闘で巻き起こすた

め実施されています。 

 トヨタ総行動終了後、11時40分から45分間、名鉄北

側にある歩道で「最賃アクション」が展開されまし

た。全体で20人以上が参加し、「最低賃金底上げ 1500

円」のプラスターは大注目、多くの通行人が目を向

け、署名・ビラ配布・スピーチ・シールアンケートで

最賃の風を名駅に吹かせました。また、自治労連・医

労連のなかまを中心に「いのち署名」も宣伝、「いのち

と最賃」が合体し、大きく盛り上がりました。 
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市民から激励多数！！ 
 福島県労連は２月 7 日、全県いっせいスタンディング行動を実施。県・福島・相双、二本松、郡山、
岩瀬須賀川、白河、会津、いわきの７地方労連が取り組み、95 人が参加しました。 
 参加者からは「 お年寄り「 男性）が、がんばってと500円をカンパとして渡してくれた。チラシの受け
取りは良かった」 県・福島・相双）、 チラシをティッシュに折り込んだので、受け取り、反応が良く、
激励のメッセージ、声かけが多数寄せられた。200 枚完配」 郡山）、 通行人が関心あり気に見ていた。
車から手を振る人もいた」 白河）、 参加者には夜勤明けの看護師もニコニコと参加してくれた。緊急のと
りくみで、幹事を中心に参加要請したが、見事に応えてもらった行動だった」 いわき）などの声が寄せ
られています。 
 
 
 

 熊本県労連は２月７日の午前、熊本市と
八代市２ヶ所でスタンディング宣伝行動
に取り組み、それぞれ 28 人、７人が参加
しました。午後からは「 変えるリーフ」の
各戸配布に取り組み、熊本市で 3328 部、
八代市 1000 部を配布しました。 

 

 佐賀労連は２月７日、佐賀大学生にむけ学生食糧支援活動をおこないました。民青同盟らと連携し
た取り組みです。ＶＯＩＣＥチラシ配布、最賃署名活動のおこない、３５筆を集約しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

駅頭宣伝、「変えるリーフ」戸配行動 
 徳島労連は 2月 7日、お昼にＪＲ徳島駅前で、春
闘ビラ ティッシュ入り）といのち署名 はがき）
を約 300 枚配布、その後宣伝カーで住宅地に移動
し、いのち署名「 はがき）と変えるリーフ 500 枚を
配布しました。 
 ９日には、駅前で配布したものと思われる署名は
がきが送られてきました。はがきには「 よろしくお
願いします。皆さん喜んでサイン下さいました」と
記され、署名欄には別々の３名の署名がされていま
した。 苦労が報われる思いでした」と徳島労連の
森口事務局長。 
 ６日の土曜日は、朝から健生病院に集合して、
4200 枚 健康生活協同組合の着払い返信封筒にい
のち署名と変えるリーフを入れたもの）の地域配布
をおこないました。 
 朝一番の出発式には、健生協職員と医労連、建交
労、自治労連、生協労連、ＪＭＩＴＵの仲間が参加
しました。住宅地図で区分を決めており、好きな時
間帯で配布できるように取り組んでいます。 

職場・地域からオンライン参加を！ 


